
東 京 大 学

第 3巻 第 7号 昭和 46年 7月 25日
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教務委員会

会計委員会

主任,総合計画合同委員会

人事委員会

情報科学設立準備委員会

教務委員会

理学系研究科委員会

教授会

主任会議

卒業証書授与

教官懇談会

6月 理学部会合日誌
1.前回議事承認

2.人事異動等報告

3.研究生の入学について

4.学部学生卒業見込者について

5.転学科学生について

6.学生の休学

7.受託研究員の受入報告

8.寄附の受入について

9.会計委員会報告

島内委員長より概算要求中の特別設備費などについ

て報告があり,本年度の予算配分の方針,お よび特別

部長保留金について説明があった。

また,学部長から全学の予算構成の概略などについ

て補足説明があった。また,概算要求の基本方針とし

ては 1)大学院の整備 2)大学院に固有講座の開設

3)講座研究部門の増設 4)附属設備の整備 5)建
物等施設の整備,な どがあるとのこと。

10.人事委員会報告 (今井委員長)

臨時職員の定員化,新採用,特別昇給などについて

の報告。6月 1日 現在で理学部の臨時職員は 38名で

ある。

11.総合計画委員会

当面の問題は来年度の概算要求に関係した建物関係

であり,現在,理学部中央館の構想などがある。いろ

いろな困難もあるが,理学部全体の協力によって必要

な建物の整備の実現をはかりたい旨,学部長から述べ

られた。

中央館についての理学部としての希望は面積 14,865

m2こ こに主として化学,生物化学  天文を収容し,

現 2号館を主として生物関係, 3号館を主として地学

7日 (水 )

14 日 (ラК)

21 日 (水 )

金

月

日

日

7月理学部会合日誌
(7月 21日 まで)

13:00～ 15:00 教務委員会

13:00～ 15:00 会計委員会

15:00～ 17:00 教官懇談会

13:00～ 15:00 主任会議

15:00～    人事委員会

16:30～ 17:40 学部自治会と学部長会見

12:30～ 13:40 理職との会見

14:00～ 17:00 理学系研究科委員会

13:∞ ～17:00 教授会

教 授 会 メ モ

(水)定例教授会 於 4号館物理会議室6月 16日
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関係にあてることが適当であろうと考えられる。

これは 5年ないし 10年までの計画であり,それ以

後は耐用年限を過ぎる建物もあり, これらを含めて考

えて行かなければならない。

河田委員長から,施設部ほか,学内関係者とこの間

題について懇談した旨,説明と報告があった。

12.教務委員会

委員長大木教授から教養学部における第 4学期専門

科目の現状,と くに時間割編成に関する問題等につい

て説明があった。

臨時カリキュラムの3年 4年への科日は9月 までに

各教室から委員会宛通知願いたい。

また,学士入学については他学部との関係をも考慮

して今後検討したいとの報告があった。

13.そ の他

○改革について 今後の改革のために,各部局におけ

る自己点検を進めてほしい旨, 総長から要望 が あ っ

スニ。

これに関連し,本学部と教養学部との意志の疎通に

さらに努める必要があることが,指摘された。その外

学部一貫教育,大学部制についての意見が交 え られ

,こ 。

○高橋教授 (情報科学研究施設長)か ら情報科学連絡

委員会における同委員会の情報,連絡の文書送付につ

いての協力方要望があった。

○次回の公開講座は「海」という題で行なわれる予定

で,理学部からは吉田教授 (地物)が企画委員に加わ

ることになった。

問題のほか宿直の手当,責任範囲などが論議された。

○学部学生自治会の求めに応じ,7月 16日 ,生物化

学科教官人事の進行に関して学部長と自治会委員数名

の会談が行なわれた。

○改革委員会から改革問題について各部局での自己点

検が要望されているので,理学部でも各教室で議論を

進めてはしい旨,学部長から要望があった。

7.会計委員会報告

まず学部長から来年度の概算要求について説明があ

り,本年度の予算配分については,全般的なことの説

明があった後,(国 家予算との比率など別表参照),下

郡山委員から理学部の校費予算配分案について説明が

あり,原案通り承認された。

8.人事委員会報告 (今井委員長)

7月 14目 に開かれた委員会について報告

9.幹事会報告 (後藤幹事長)

綜合計画委員会と合同で改革問題に関する教授懇談

会を 6月 30日 と 7月 7日 とに行なった。

10.改革問題について

11.そ の他

小松助教授から 7月 7日 に開かれた教務委員会に

ついて報告があった。卒業時期,専門科目の決定,他

学部の聴講,学士入学者に関する内規等の検討が行な

われている。

明年春の卒業時期は4月 末の予定であったが, これ

を3月 末に繰上げる方針を決定した。

小松助教授から臨時カリキュラム実施委員会の報告

があった。

7月 21日 (水)定夕1教授会 於 4号館物理会議室

1,前回議事承認

2.人事異動等報告

3.学生の休学について

4.転学部について

5。 研究生の入学について

6.学内状況について

○理学部では 6月 30日 附で 207名が卒業した。

○大学は農学部キャンパスの不法残留者の退去をかね

てから要求していたが, これに従わないものがあるの

で警察官の警備のもとに 7月 20日 不法残留者を退

去させた。

○教育学部長として最近水野教授が選任された。

○公務員共闘のス トライキの一環として東大職組のス

トライキが 7月 15日 朝に行なわれた。 7月 19日

には定例の理職と学部長との会見が行なわれ,ス トの

予 算 と 比 率

国の総予算 9,414,315,280千 円

文部省関係 1,041,034,567

国 立 学 校  341,069,122

東大総予算  24,045,938(当 初)

a.

d.

C,

b.

b/a=11.1%

c/b=32.8%

d/c=7.05%

昭和46年度科学研究費補助金

理学部関係

物理系:A 山 本 祐 靖 反陽子と陽子 との反応による

中間子の研究

斎 藤 正 徳 岩石・鉱物の微細構造および

物性による地球惑星内部構造

の研究
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B 伊藤 清
= 

数理物理学の位相解析的 。数

値解析的研究

山下 泰 正 天体にあらわれる分子線スペ

クトルの研究

化学系:A 佐々木行美 金属―金属間結合を持つ錯体

の研究

B 朽 津 耕 三 低速電子衝撃による気体分子

の励起過程の研究

岩 生 周一 本邦新生代の火山岩・火砕岩

およびそれに伴う鉱床中の微

量元素の研究

生物系:A 寺 山 宏 動物細胞の分化および増殖制

御の分子的機作に関する研究

B 佐藤 七 郎 植物細胞の代謝における細胞

器官の相互関係

昭和46年 4月 卒業者氏名

物 理 学 科 (1名 )

清水 哲男

昭和46年 6月 卒業者氏名

地球物理学科 (16名 )

石原 正男   小出

斎藤 和男   野田

増田  章   山形

山科健一郎   山田

吉崎 正憲   岡田

化 学 科 (44名 )

崎田 高明   水野

早川 正美   山下

新井 和孝   飯日

糸岡 栄芳   小沢

大島 昭信   大場

岡本 博明   岡本

笠井  豊   木原

喜多野三夫   岸木

小池 康夫   小堀

白川 保友   杉江

竹屋 敦子   丹沢

中村 好美   西

林  茂雄   日野

藤井 丈志   宮寺

樋口 正弘

生物化学科 (17名 )

井上 順雄   池永

大野 淑子   長田

佐野 弓子   沢田

高山  豊

関田 正実

高城 重彰

戸嶋 信幸

永吉 秀夫

西村  章

林 秀知佳

深津  安

松本ひろみ

宮崎 寿和

山下 雅弘

田島 譲二

滝沢美代子

友田 敏章

成瀬 明輔

根津 昭義

日高 啓晶

二木 岡1彦

美宅 成樹

茂木 憲夫

吉川 幸次

(天 文 学 科 (6名 )

田中 文彦

橘  秀樹

南祗 健至

西田 信彦

八日真一郎

樋口 光雄

間田 潤二

三輪泰一郎

安村 通晃

渡辺  博

純

雄

由

孝

谷

上

綿

〓
一

行

雄

正

正

本

原

藤

篠

子

康

紀

裕

田

藤

原

安

山ロ ー男

大島 利雄

川崎 徹郎

後藤 滋樹

酒井 晋平

仲木  進

御前 憲広

三輪 哲二

向井 国昭

吉田 正章

秋沢 徹郎

岩佐  泉

大川 房義

金田 行雄

小林 克己

斎藤 幸夫

嶋田 雅生

住  明正

伊藤 久男

佐 木々 賢

藤本 博巳

山下 輝夫

ヂ 宗 族

中村 正治

大久保豊和

略川 洋一

綾部 真一

石井 文雄

大沢 吉直

岡村 憲明

海藤  彰

木村 宗明

国森 公夫

五味 憲一

竹内 英夫

土屋  徹

畠中 直人

福島 和夫

百瀬 博夫

介

彰

男

彦

郎

信
　
　
俊

敏

二

数 学 科 (30名 )

岩崎 嘉章   西岡和比古

伊吹山知義   石田 順二

加藤 昌英   鍛冶  明

木戸 義孝   北川源四郎

佐藤 雅彦   坂本 幸一

酒井 文雄   田中 健一

早川 隆雄   平野照比古

三谷 直紀   三宅 雅夫

官川 鉄朗   宮本  泉

谷島 賢二   山田 憲吉

物 理 学 科 (54名 )

古川  労   青塚 康生

池畑誠一郎   板野 肯三

内永由加子   小貫  明

岡田 成文   岡村  良

川端 洋一   小泉 大一

佐 木々 隆   佐々木伸夫

柴田 正和   島田 徳三

鈴木 克巳   鈴木 隆貝1

穣
朧
鹸
酷
麒
嗣
寛
麟
酵
嚇
款
朕
朧
灘

裕
轍
純．

俊

也

子

雄

哲

敏

幸

村

野

田

崎

中

小

黒

島
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夫

彦

正

好

田

部

山

渡

忍

善一局

田

木

藤

若

史

也

正

欣

村

田

中

依

泉

子

和

鷹

清

村

海

岡

岩

鳴

森

子

一
一
久

泰

雄

華

倉

原

ロ

松

佐

浜

植

金子 節子

宝月 岱造

人

赤沢 桂子

福島 靖夫

地学科

伊藤 谷生

越後 格之

谷 藤吉郎

福山 博之

地

生物学科 (動物学)(9名 )

猪原節之介

角谷まゆみ

木川 達雄

物 学 (5名 )

片桐 仁一

御園生 淳

類 学 (4名 )

口蔵 幸雄

(地質鉱物斡  (11

荒井 章司

奥田 義久

豊原富士夫

水田 敏夫

理 学 (11名 )

理学博士学位授与者

(6月 14日 付)

専門課程 1氏  名
|

論 文 題 目

篠蓬お議釜兵鷹こな?研葵
定

教官人事移動 (除退・体職)

名   所属   発令事項   発令年月日

友道  植 物  教授に併任   46.5.1
泰頴  地 質  助手に併任   46. 5.1
正男  人 類  助手に採用   46.6.16
太郎  地 物  助教授に配置換 4Q 6.1
令治  生 化  教授に併任   46.7.1
辰雄  生 化  教授に併任   46.7.1
武久  植 物  助手に採用   46.7.1
正三  植 物  助手に採用   46.7.1
幸雄  地 質  助手に採用   46.8. 5

教室

生物化学

外国人研究 員

国籍  氏 名   現 職  在留期間

カナダ WoC.Lin ヵナグバン 46.6.15
クーバー大    t
孝文書そ       46. 7. 31

基礎科学測定・情報センター

表記センターの新設要求が理学部から昭和 47年度概

算要求の一部として提出されました。関係者の一人とし

てその企画の沿革と内容の概略を紹介報告し,各位の御

意見を仰ぎたいと思います。

沿革:理学部における研究と教育の水準を高める方策

について昭和 39年頃理学部将来計画委員会 (委員長小

谷正雄教授)は,熱心に検討を進め,基本理念を主とす

る意見を報告 されました (昭和 41年 )。 これをうけて

山内理学部長は,そ の実現の方策として研究設備の整備

を考られ,島内武彦教授を中心に各科各教室単位で要望

をとりまとめそれを実現してゆこうと考え,その結果,

約償円で設備の更新,整備が可能であろうと結論しまし

た。これと平行して,同部長の発議により,理学部の研

究テーマの展望が試みられ,講座ないし各科各教室をこ

えた理学部全体の立場で協同の研究プロジェクトないし

総合研究ができないか,行ないうるとすればどのような

氏

田

崎

木

野

崎

沢

川

田

田

柳

岩

鈴

松

岡

宮

及

和

池

御
膨
鶴

勧
嗣
釦
酬

田村 栄作

佐藤 弘明

育久

新光

個廻

田

井

口

村

中

官

僕

磯

新

激

幸

司

也

順

雅

興

達

公

田

日

崎

崎

権

石

藤

宮

立也

望

洋一

薫

以上合計 207名

キヨウジカビ分生胞子発芽の
生化学的研究

溶連菌の溶血毒素ス トレプ ト
リジン S′ について

金属における軟線発射スペク
トルのフェル ミ端での異常に
ついて

こ鍋各お:醐
の磁性の研究

格原健明
1襲
慢桑ラT力纂み貪辱

の軟X

干渉性制動放射をコリメー ト

蔑
ることによる単色γ線の生



テーマが可能であるかについて,ア ンケー トを行ない,

またグループ別の検討をしてその結果生物科学,高温高

圧物性,分子分光,そ の他の項目がいくつか浮び上がり

これを実施する場として,理学部総合研究施設の新設を

求めることになりました。さらに,理学部全体の機能の

向上をはかる意味で共通機器による測定サービス,工作

サービスを内容とする測定センターの必要も同時につよ

く認識され,その新設もあわせて申請することになりま

した。

すなわち,昭和 42年次項,理学部振興の基本策,お

よび具体案が形をなしたわけでありまます。この具体案

はある意味では理学部全体の総意をまめた企画であり,

その実現は平衡のとれた理学部の発展策としてきわめて

望ましいものでありましたが,その後の弥永,渡辺両部

長らの御努力にもかからず遺憾ながら実現をみずに至り

ました。その理由はこの間大学自身紛争をもち,ま た,

理学部として資料館の新設,物理学科の拡充など重要な

課題があり,それらが優先されたからでありますが,ま

た一面全体の企画に強弱,濃淡の度合いが明確でなかっ

たのにもよるように思われます。

しかしながら,理学部全体としての発展策の推進の必

要は依然として変らぬ事実であり,将来計画委員会,つ

いで総合計画委員会にひきつづいて計画のほり下げと実

現に努力を重ねました。

すなわち, 44年度からは, 総合研究施設と測定セン

ターの両立ての申請をやめ,総合研究施設一本にしばっ

て企画を進めることとし,ま た。昭和 46年度には,総

合研究施設の内容を新しく考え特定の部門に限定せず理

学部附属施設の特色として, ここで新しい学問の芽を育

てる場とすること,た とえば若手の研究者から, この研

究施設によつて数年研究費をつみ,新 しい部門として生

長,定着したとき,学部内の新学科,新部門として吸収

し,施設は再び新たなスター トの場につかってゆく,そ

ういうような構想で木施設の実現を図ったわけでありま

す。この考え方は久保理学部長,赤松総合計画委員長に

よるもので長期的に見て理学部らしいよい構想でありま

す。 これ は, そのままの形では認められませんでした

が,あ る意では申の部分的実現ともいえるものとして情

報科学研究施設の新設がみとめられ, 新しい学問 の芽

を,附属研究施設において考ててゆくという基本構想が

一部実現されました。

このよう:こ 見て来ますと,理学部全体の研究,教育機

能の向上を目標とした先の構想の他の半分すなわち測定

センターの考え方が,あ らためて緊要な必要事として浮

び上がってくるわ|ナ であります。

小谷報告にありますように理学部の使命が高次,高水

準の研究,教育の実施にあるとしますと,徒らに学部の

規模を大きくすることは避けねばなりません。しかも一

方では能力はできるだけと大型,弾力にする必要がるわ

けであります。その意味では理学部が附随的に将来もつ

べき研究機能は周縁にはアイソー トプセンター,低温セ

ンター,計算センターの力を有効に禾J用できるように経

営さるべきでありますし,ま たさらに,現在, 自身がも

っている清報科学研究施設と十分相補的に機能せねばな

りません。その場合とくに近年大きく進歩している学問

分野を理学部として包含することは重要であります。こ

のような背景において,企画されたのが基礎科学測定,

情報センターであります。

基礎科学測定情報センターの計画

理学における最近の研究は使用機単の大型化がいちじ

るしく,一学一講座単位によるたとえば機関研究Aレベ

ルでは取り扱い得ぬものが多 くなって来ました。そのよ

うな大型機器は学部全体の問題として計画し,その維持

運用も同様にしてやってゆくことが必要です。

さらに赤外,NMR,X線 その他の通常の機器であっ

ても,学部共通の運用にうつし,測定依頼に応じて専門

家が測定を行ない,ま た保守,更新の注意と努力をはら

ってゆくことが必須であり,それは理学部のように基礎

と応用の幅が広 く, しかも各単位が小人数のところにあ

ってはとくに必要有効な能力向上策といえまょう。

第 3には,化学のフミカルアブス トラクト,生物のバ

イオロジカルアブス トラクトにみるように, 1972年 あ

たりを目標にして世界全体が膨大な科学情報 (ケ ミカル

アブス トラクトは昭和 46年頃で年間 30万件をテープ

に入れ,電子計算機によって必要とする情報を検索 しう

るようにつとめており,すでにテープ化は実施 さま し

た。そして,本年昭和 46年に入ってからは,目 的検索

(Oriented retrieual)と いうのは, 個々のグループや部

門ごとに,必要とする情報のコー ドを構造化し,プ ログ

ラムをつくって,全情報のテープからサブファイルをつ

くることでありまして,国外の大学,研究所では情報の

テープ化につづく段階としてすでに実際の作業を始めた

わけであります。これは文献検索の省力化からさらに一

歩進んで,非専門の人に専門知識を解放されることであ

り,本学部のように多 くの部門が併列して基礎と応用に

分布し, その間の協力, 協同が学問の推進に有効であ

り,望ましい状況にあることを考えますと,各部門が自

分の専門について目的検索のプログラムを用意 し,それ

を万人の用 :こ 供するようにしておくことは実に必要とい

わねばなりません。その作業の大部は現状では研究の段
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階にあるといえるかも知れませんか。幸い,本学部には

情報科学研究施設がありますので,研究的なことをそこ

でやってもらい,可能なものをセンターで利用する体制

にするのかよいと思わます。この三つを土台とする以上

の基本的な考え方にもとづいてどのように本センターの

実現をはかるかといえば,第 2の中小型機器の集約は時

間をかけて個々の装置について納得のゆ く検討をすべき

でありましょう。したがって当面の申請内容からはずし

ます。

次に,第 3の情報検索については,情報科学研究施設と

連繁して研究に関することは施設にゆだね,ただ,かな

りの能力をもつ計算機をもって目的検索のプログラムが

できた部門から逐次サブファイルの作製と利用を開始す

ることにする。そのために, 電子計算機 はITAC 8500

程度のもの)と ,サ ブファイル作製のためのデータベー

ス (ケ ミカルアブストラクト,バ イォロジカルアブスト

ラクトテープ)の購入と,必要設備 (端末設備など)を
申請する。

そこで残る問題として,第 1の 大型機器に関する計画

でありますが, これは,300 MHz NMR分光計,超高分

解能赤外分光計,光電子分光計の 3つを当初考えます。

なお, 48年度以降にあっては, 計算センターの大型電

子計算機との連繁により行なう研究,た とえばX線構造

解析,な どもとり入れることが必要でありましょう。こ

の大型電ζ計算機とのつながりは情報検索,データファ

イルの上からも重要なことでありますが,計算センター

の計画にも左右されることなので,ま だ,つめた検討は

してありません。

以上を要するに,本センターの企画は,背景としては

従来からの総合研究施設と測定センターの思想,理念の

つづきでありますが,後者がやや網羅的であり,時代に

即さなくなって来た点を考え,理学部に大型機器を整備

し,ま た科学情報の利用方式を確立することを重′点的に

指向して申請することにしたわけであります。

大型機器の整備に関連しては,本学で先年来,薬学,

工学,それに理学部‐も参画して分析センターを設立した

いという動きがありましたが,将来的には,そ ういう計

画とも調整しうる所は調整してゆくべきであ りま しょ

う。また,第 2の機器の集約も大切なことであり,次の

段階に逐次具体化をはかるべきものと考えます。

以上,計画立案の要点を申しのべました。一層の御批

半」,御意見を得て補正し,各位の御支持を得たく考えま

す 。 藤原鎮男 (46.7.13)

(附記 47年度概算要求としては最終的には本計画は
このままの形では提出されるに至らなかった)。

植物学教室に建設された「大型
スペクトログラフ」

植物の生活は環境の条件に依存するところが極めて大

きいが, とくに光は著るしい効果を示す。近年,そのよ

うな生体制御に関する光エネルギー受容体として幾つか

興味深い物質が発見されたが,ま だ生体色素の正体が明

らかでない光化学反応系が沢山残されている。新しい光

反応が見出されたとき,ま ず作用スペクトルを測るが,

そのためには分敗が大きく,広い波長領域にわたって高

強度の単色光を得ることが望ましい。第二次大戦 の直

後,USDA(Beltsville)は 10kWの炭素アーク灯とプ

リズムを用いて初めて光生物学用の大型照射分光装置を

建設した。その後,ArgOnne国立研究所や CNRS(Gib‐

sur‐ Yvette)には回折格子と Xeァ ーク灯を用いた装置

がつ くられた。

このたび植物学教室に建設されたスペクトログラフは

理学部二号館南側にあった旧温室の位置に新 lン く地下室

(8.0× 10.74m2)を つくり, 図の よ うな光源部・分光

スペ ク トログラフ室

平面図  1:Ю0

A:光源ゼ ノンランブ

B:同上用 スターター OЮ W用 )

C:   ″     (6.5kW用 )

D:回折格子

E:反射凹面鏡

F:カ ットフィルター

G:波長指示装置
H:空調機

同上用配電盤

吸気ダク ト

遠隔制御装置

流 し

吸気ダク ト

排気ダク ト

主酒電盤

理
学
部
二
号
館
地
下
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部・照射部などをそなえたものであ る。光源 に は 6.5

kW Xeア ーク灯 (ウ シオ UXL-6500 DK)の クまか,経

済1生 を考慮して 500 W Xeア ーク灯を併せて設備 し,

目的に応じて切換えられるようにした。光源から出た光

は熱線を除かれたのち脱着式の固定スリット (2mm～

10 mmま で 6段階)を通過し,球面反射鏡 (R=3550)

で光路をかえたのち回折格子 (B and L社製,1200本 /

mm, ブレーズ波長 500 μm,面積 154× 206 mm2)で分

光される。回折格子から焦点面までの距離は約6mで ,

焦点面における逆分散は 0.16 μm/mmである。使用可

能の波長領域は 250 μm～ 810′mで, ェネルギー強度

はスリット10 mmの とき波長 500 μmに おいて約 6

kiloergs cm-2 sec lで ある。逆光および高次の回折光

の混入は各種の遮光板およびフィルターを使用すること

によって避けた。高さ約 10 Cmの 単色光バンドの位置

によってエネルギー強度が変化するので,多数の小鏡か

ら成る照射面均一拡散装置をつけた。光源の選択・点滅

は照射室から遠隔操作する。なお照射室の温度は実験の

目的によって 10～ 40°Cの範囲で一定にできるが,通常

は 25± 2°Cに制御されている。

以上の建設に要した費用はつぎのとおりである。

1.CRM― FL形大型回折格子照射分光装置 (日 本分

光KK)
1,200万 円 〔一般研究A〕

2.建物新営費

628万 円 〔一般研究Aに伴 う建物工事費〕

3.空調装置取設

65万円 [植物学教室校費〕

本装置は上記の目的以外に種々の利用が考えられ,現

在二三の計画が進められている。もし,本装置使用を希

望されるばあいには内線 3279へ御連絡下さい。

(古谷雅樹)

理学部ところどころ

古い文書か ら No。 5

前号にて一寸ふれておいた忠敬翁から久保木太郎右衛

門氏に宛てた手紙を私なりに要約してみると,次の通り

である。 (こ の書簡も理学部に保管されている)。 日付は

10月 2日 となっているが調べていただいたことろ文化

14年 (1817)と のことであるから,(翁はその翌年文政

元年 4月 13日 に歿している)。 亡 くなる前年に書かれ

たものである。

御無沙汰しておりますが,い よいよ御健祥の御様子大

慶に存じます。私 も異常ありませんから御休心下さい。

先日は御同妊太八郎殿御死去遊ばされ御気 の毒 に存

じめ妙薫方へ御連絡しましたが,御覚悟の程をき 感ゝ心

いたしました。しかし今後の経済等のこともあり御苦労

のことと存じます。

(中   略)

地図のことについては,毎 おヽ尋ねいただきありがと

う御座います。第子等も努力しており又筆耕までも雇っ

てはおりまが, とかく手間取っております。ようや く江

戸図を2此月初めに上納致しました。私も1年毎に体が

衰え当年は暑さにも困っております。冷気の折は持病の

痰咳に難優しておりますめ。 去々戊年までの頃に比べて

元気も大いに劣えました。このため地図も。来年中に完

成し,上納したいと努力しております。

(以 下 略)

10月 2日

伊能勘解由

久保木幡竜先醒

(注)1)長 女 稲,在片貝
2)文化 14年 9月
3)文化 11年
4)文政文年 4月 歿

おわ りに忠敬翁の経歴を紹介する意味で伊能忠敬記念

館 (千葉県佐原市)発行の冊子のうちから是沢恭三比執

筆の記事を転載させていただく。

伊能敬忠先生について

先生の名声は世界に知られている。それは甚だ幼塀な

日木地図しか無かった時代に天文を観測し沿海を実測し

て最も科学的な正確な地図を完成せられたからである。

先生は今を去る約 200年前延享 2年 (1745)正月 11

日上総国山辺郡小関村に生れられたが,の ち佐原の伊能

家を継がれて家業に精励,家運を挽回せられて一郷の信

望を集め,凶作には窮民を救Lll,私儲を出された事が度

々であった。

寛政 6年 (1794)50才にして家業を長男景敬に譲っ

て翌 7年江戸に出て,幕府天文方高橋至時の間に入って

天文暦数を学び,同 12年 4月始めて蝦夷 (北海道)の

現地測量を行い実測地図を作って幕府に上 り, ここに前

人未到の大事業の第一歩が始まるのである。幕府は即ち

その正確を認めて日本国沿海の測量を命じた。先生は前

後 10回に互る間,沿岸を主として日本国実測した。当

時の交通の不便,路宿の困離な時代にあって,殆んど独

力測量を行った。昼は地形の実測に暮れ,夜は天体の観
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測に費し,誠にその脚足は東奔西走,その活動は昼夜不

休,その精力絶倫,驚嘆すべきものであった。而 して地

図の正確なる事は,測量不能の場所はその儘地図上に明

かにし,V「 も誤なからしめた。先生は家人を誠めて家訓

三条を示されたが第一の書出に「仮にも偽をせず」とあ

るに合致している。叉幕命を受けて「古今にこれ無き日

本国中の測量御用を仰付けられ」と此上なき大きな誇 り

を持って勉FJJせ られ, この故に困離な大事業も完成を見

るに至ったと云える。地図の正さはこの後英国が近海の

測量を請 うた時,幕府は先生の地図を示 した所,その精

密正確さを知って測量を中止した一事でも知る事が出来

る。かくて文政元年 (1818)4月 13日 74才を以って

江戸八丁堀亀島町の邸で歿されたが,遺命によって師高

橋至時の墓側に営まれた。然 し幕命による地図の作成は

中途であったので,門人等は喪を秘して事業を続行し,

文政 4年に至って大日本沿岸海輿地全図及び輿地実測録

を完成して上呈し,然る後にその喪を発表せられた。幕

府はその賞して嫡孫忠誨に 5人扶持及び町屋敷を給 し,

ュつ永代侃刀を許した。 明治 16年 2月 27日 には特

旨を以って正四位を追贈せられた。先生の遺書雄に遺品

は 85点 ,附 として先生の手沢本 110点 ,忠誨遺品 20

点と共に昭和 32年 2月 19日 重要文化財に指定せら

れたが,それらは何れも先生の偉大業蹟を 77/」 語 ってい

る。

忠敬翁のことは一応完了ということにして例により新

聞の切抜きから理学部関係の記事を。

明治 24.10.20山形自由

坪井正五郎

留学中に世界的名誉を博す

去る 22年中,文部省の命に依りて欧ツ‖へ留学し,現

今英国に在りて人類学の研究に従事し居る坪井正五郎氏

は今年倫敦府にて東洋学会開設の際氏は我が帝国大学及

東京人類学会の代表者として参会し,氏が筆する所の日

本の古代研究に関する一篇の論文を提出せり。同会には

欧洲1諸国有名の博士おのおの其地の大学校及び学会等を

代表して参集し, 各自提出せし所の論文, 其数 140余

に及びければ,同会にては其中に就き最優等の論文五篇

を撰抜して之に金牌を授与せり。氏の論文はその撰中に

入り,即ち賞牌を受得せり。是れ独り氏の面目のみなら

ず,実に日本の栄誉といふべ し。因に云う氏は明年留学

(吉野誠治)  3.推

○倉田奨励金候補者推薦要領

財団法人 国産技術振興会

1.候 補 の 対 象 (1)科 学技術に関する研究のう

ち主として電気,機械,化学

関係の研究。

(2)若い研究者とし,グループ

でもよい。

2・
奨  励  金 総額 1,500万円, 1件 当たり 50

万～200万円程度。

なお, 2～ 3年の継続交付を行な

うことがありますがこの場合も毎

年手続きを必要とします。

薦 件 数 3件以内

薦 方 法 所定の推薦用紙に必要事項をご記

入のうえ,当該学部長から本会あ

てにご送付下さい。

5・ 推薦 締切期 日 昭和 46年 10月 31日

01972年度米国 NIⅡ 特別研究員の

募集について

標記のことについて, 日本学術会議事務局長から別紙

(写)の とおり依頼がありましたのでお知らせ します。

:(〆切 9月 20日 )

希望者のある場合は理学部事務室にお問い合わせ下さ

い。

O内藤記念 海タト学者招へい助成候補者の推薦

1.テ ーマおよび候補者 人類の健康に関する自然科学

2.招 へ い助成金

の基礎的研究,なかんず く健康の

増進,病気の治療と予防に関する

基礎的テーマに意欲的 に取 り組

み, 自然科学の向上に寄与する外

国の研究者。

(1)本年度の海外学者招へい助

成 (前期分)の事業費として

100万円を計上 してある。

(2)1件 は往復の航空料金とし

て50万円までを原則とする。

せ，り知お

推

推

者 大学にあっては学長または学部長

または研究所長とし,大学以外の

場合には所属する研究機関の役職

者とする。

満期にて帰期の筈なりと。
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4.推 薦 件 数 1学部, 1研究所あるいは 1学会

から1件 とする。

5.推 薦 の 方 法 所定 (別 紙)の用紙に必要事項を

黒インクで記載し,当財団あて送

付する。

6.推 薦 締 切 日 昭和 46年 8月 31日 とする。

O内藤記念研究助成候補者の推薦

1.テーマおよび候補者 (1)人 類の健康に関する自

然科学の基礎的研究なかんずく健

康の増進,病気の治療と予防に寄

与する基礎的な独創テーマに意欲

的に取り組んでいる研究者。

(2)1カ 年の研究助成を原則と

する。

(3)候補者は単独であっても,

また1ま協同研究であってもよい。

協同研究の場合には主任研究者を

明示されたい。

2.研 究 助 成 金 本年度の内藤記念科学奨励金 (研

究助成事業賞)2,300万 円を計上

してあるが, 1テ ーマにつき1カ

年の助成額は 100万円を標準とす

る。

3.テ ーマ推薦件数 1研究機関 (学 部 。研究所など)

から1件 とする。

4.推  薦  者 推薦者は,大学にあっては学長ま

たは学部長あるいは研究所長 と

し,大学以外の場合には所属する

研究機関の役職者とする。

O内藤記念 国内留学および海外留学助成候補者の推薦

■.テ ーマおよび候補者 (1)人 類の健康に関する自

然科学の基礎的研究なかんずく健

康の増進,病気の治療と予防に寄

与する基礎的な独創テーマに意欲

的に取 り組んでいる若い研究者。

(2)大学院博士課程の所定単位

を取得した者,ま たは大学院博士

課程を修了した者に限る。

(3)学位 (博士)を受領してい

る者,ま たは受領の見込ある者

(4)留学受入先の承諾または内

諾を得ている研究者。

(5)日 本国内に留学が決定して

いる者または留学中の者は外国人

であっても差支えない。

留学補助の期間 1カ年以内の留学補助を原則とす

る。

留 学 助 成I金 (1)本 年度の留学助成 (前期分)

の事業費予算として250万円を計

上 してある。

(2)海外留学においては,長期

の場合は往路の航空料金を,短期

の場合は往復 の航空料金 の実費

を,それぞれ助成するものとする。

(3)国 内留学の場合は滞在費と

して年額 36万円を助成するもの

とする。

(4)外国人の日本国内留学の場

合は,滞在費を若千増額すること

がある。

(5)こ の助成金は留学に限るも

のとし,学会またはシンポジウム

などの出張費は対象外とする。

O内藤記念研究成果刊行助成候補者推薦

1.テ ーマおよび候補者 (8)人 類の健康に関する自

然科学の基礎的研究なかんず く健

康の増進,病気の治療と予防に寄

与する研究成果の刊行助成を希望

する研究者。

(2)テ ーマは単独研究であって

も,ま たは協同研究であってもよ

い。協同研究の場合には主たる研

究者を明示されたい。

2.刊 行 助 成 金 本年度の研究成果助成の事業費予

算として 100万円を計上してあ

り, 1テ ーマの助成額は 50万円

ないし100万円を標準とする。

3.テーマ推薦件数 1研究機関 (学 部・研究所など)

から1件 とする。

4.推  薦  者 推薦者は,大学にあっては学長ま

たは学部長 あるいは研究所長 と

し,大学以外の場合には所属する

研究機関の役職者とする。

5.推 薦 方 法 所定 (別紙)の用紙に必要事項を

黒インクで記入し,当財団あて送

付する。

6.推 薦 締 切 日 昭和 46年 8月 31日 とする。

以上詳細は理学部事務に問合わせのこと。

編 集  和 田 昭 允

理 。1号館 217号室 内線 2298
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